
○米の田植え、収穫体験を実施します。

項 目 自然環境の保持及び農林水産業の担い手の育成

内 容

　自然とふれあいながら農林水産業の生産活動を子どもたちに体験
してもらい、自然や資源への理解を深め、次世代の担い手育成につ
なげます。

○稚貝や稚魚の放流体験、魚さばき体験を上対馬管内の小学生を対
象に実施します。

○体験事業により設置したほだ場において、しいたけの採取体験を
実施します。

【 今 年 度 】

上対馬管内 小学校 校す お 農林水産業 体験事業を

課　名 地 域 支 援 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 地場産業の振興と観光との連携

全体 №５３
個別 013-01

平成２５年度［上対馬地域活性化センター］ 組織目標

・ 同　　上

３月

種苗放流体験

魚さばき体験

しいたけ採取体
験

田植え・収穫体
験

２月

【達成年度】

達 成 時 期 平成２６年　３月

９月 10月 11月 12月 １月８月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

指 標
（数値目標）

　上対馬管内の小学校３校すべてにおいて農林水産業の体験事業を
実施します。



項 目 豊かな自然や伝統を活かした体験型・地域密着型観光の推進

内 容

　上対馬の豊かな自然や伝統を活かした体験型・地域密着型観光を
推進することにより、交流人口を増やし、産業を活性化させること
で、地域の雇用拡大・消費拡大を図り、賑わいを取り戻すことを目
指します。

　○韓国展望所～豊砲台跡観光ルートの整備
　○自然体験施設「舟志の森自然学校」の運営

【 今 年 度 】

○市道改修（３路線） 遊歩道改修 豊砲台跡内部改修 ひとつば

課　名 地 域 支 援 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 独自の地域資源を活かした交流人口の拡大

全体 №５４
個別 013-02

平成２５年度［上対馬地域活性化センター］ 組織目標

・ 同　上

「舟志の森自然
学校」運営

11月 12月７月 ８月 ９月 10月 １月 ２月 ３月

観光ルート整備

平成２６年　３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月

指 標
（数値目標）

○市道改修（３路線）、遊歩道改修、豊砲台跡内部改修、ひとつば
たご保護ワイヤーメッシュ柵設置
○「舟志の森自然学校」来客者数　２，０００人

【達成年度】

達 成 時 期



　職員を目指します。
○日頃より市民目線に立ち、丁寧で責任ある対応を心掛けます。

【 今 年 度 】
　主担当が不在でも市民ニーズに応えられる体制づくりと、窓口・
電話対応 対す 苦情件数「ゼ を目指 ます

項 目 窓口サービスの適正・迅速化

内 容

 職員相互間の情報共有化を図り、市民ニーズに対し広い間口体制
を構築、円滑で責任あるサービス提供に努めます。
 
○受付文書や決裁文書など、課内全員の供覧・決裁を受けます。
○定例的な課内会議開催で情報の共有化を図ります。
○各職員が縦割り担務の概念を捨て、広い庶務意識を持ちマルチ

課　名 住 民 生 活 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 対　象　外

施 策 対　象　外

全体 №５５
個別 013-03

平成２５年度［上対馬地域活性化センター］ 組織目標

・ 同　上

庁舎内会議の開
催

親切丁寧な窓
口・電話対応

10月５月 ６月 ７月 ８月 11月 12月 １月 ２月 ３月

達 成 時 期 平成２６年　３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ９月

指 標
（数値目標）

電話対応に対する苦情件数「ゼロ」を目指します。

【達成年度】


